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1 2 支部が県内各地で道路美化活動
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美化活動通じ社会貢献
8月「道路ふれあい月間」

本会の 12支部は、「道路ふれあい月間」の初日となる 8月 1日に、茨城県土木（工事）事務所や市町
村などとともに県内各地で道路美化清掃を行いました。ことしはあいにくの雨模様の中、約 2000 人が
参加。「建設業協会」の名前が入ったベストを着用し、「生活を守り、まちをささえる建設業」と書かれ
た旗を掲げながら、ごみ拾いやカーブミラー清掃、違法看板の撤去などを行いました。

水

戸

支

部

県水戸土木事務所や市町の職員を含め約200人
が参加し、水戸市、旧内原町、笠間市、小美玉市、
茨城町、城里町、大洗町の7カ所で清掃しました。

大

子

支

部

県大子工務所、大子町建設課と合同で国道118号
や国道461号、県道15路線で清掃活動を行いま
した。集めたごみの量は約390kgにおよびました。

太

田

支

部

県常陸太田工事事務所や常陸太田市などと連携
し、国道 349 号や同 293 号でごみ拾いや 242
枚のカーブミラー清掃を行いました。

高

萩

支

部

県高萩工事事務所、北茨城市、高萩市と合同で約
200人が参加。日立、高萩、北茨城の3地区にお
いて道路を清掃し、ごみの分別回収に尽力しました。

常
陸
大
宮
支
部

県常陸大宮土木事務所と合同で道路を清掃。常陸大
宮市、ひたちなか市、那珂市、東海村において、空
き缶やたばこの吸い殻などを拾い集めました。

鉾

田

支

部

県鉾田工事事務所や鉾田市、行方市などと協力し、
国道355号をはじめとする管内6路線で道路区
域内に放置された空き缶などを回収しました。
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12支部が県内各地で汗流す
県土木（工事）事務所、市町村と共同作業

潮

来

支

部

県潮来土木事務所、神栖市、神栖市総合建設業協
会と協力。総勢195人が6班に分かれ、国道124
号など15 km区間で、ごみ類を回収しました。

筑

西

支

部

県筑西土木事務所や3市と協力し、国道294号をは
じめとする約50路線 280kmを総勢450人で清掃。
可燃ごみ349袋、不燃ごみ214袋が集まりました。

竜
ヶ
崎
支
部

県竜ケ崎工事事務所や龍ケ崎市と清掃活動を実施。3班
に分かれ、佐貫停車場線のJR佐貫駅東口広場～県道土
浦竜ケ崎線区間において空き缶などを回収しました。

常

総

支

部

県常総工事事務所と協力し、国道294号 (石下紫峰
高校南交差点～石下中学校東交差点 )で活動。可燃
ごみ160kgを下妻市のごみ処理場に搬入しました。

土

浦

支

部

支部員404人が県土浦土木事務所や周辺自治体の協
力を受け、道路清掃活動を展開。延長689.1kmで空
き缶や空き瓶などさまざまなごみを拾い集めました。

境

支

部

県境工事事務所と協力し、252人で管内の主要
13路線112.8kmで清掃活動を展開。交差点を中
心に空き缶などのごみを回収しました。

この活動は、道路の管理者である県土木（工事）事務所や市町村、そして道路の建設・維持・補修の
実務を行う建設業界で、ごみ拾いや違法看板類撤去などを行う姿勢を広く示すことにより、道路管理の
大切さを訴え、道路美化に寄与するために行っているものです。平成 8年度から毎年、8月 10日の「道
の日」を中心に実施しており、今回で 22回目となりました。
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群馬県協会の青柳剛会長は「週休 2日制、働き

方改革が本格的に始まり、情報化施工も具体的な

成果が求められている。業界でまとまり地方建設

業本来の役割を発信していかなければ」と、栃木

県協会の渡邉勇雄会長は「地方建設業は、地域間、

企業間の格差で厳しい状況にあり、建設業の体力

回復が急務。担い手三法の運用の徹底がなにより

必要」とあいさつしました。

本会の石津健光副会長は「週休 2日制は避けて

通れない問題。業界全体で取り組まなければ道は

開けないと考えている」と述べました。

意見交換では、週休 2日制について、人材確保

の観点から導入の必要性を共有。課題として「民

間工事におけるコスト増や工期への理解」、「受発

注者の意識改革」などが挙がりました。

本会は i-Construction の推進をテーマとして取

り上げ、関東地方整備局管内での ICT土工 96 件

のうち、32 件を本県が占めていることなどを明

示。ICT モデル工事支援協議会による支援内容

なども紹介しました。

意見交換ののち◇平成 30 年度当初予算および

平成 29 年度補正予算における公共事業費の拡大

◇担い手 3法の運用指針を徹底・助言◇地域に密

着した工事量の確保と適正な事業執行を図るこ

と◇ IT人材の確保・育成対策◇銘板設置の拡充

推進◇週休 2日制の導入に向け経費や工期、発注

者の意識改革などを図ること－などの事項を盛

り込んだ大会決議を全会一致で採択しました。

石津茨城県副会長 青柳群馬県会長 渡邉栃木県会長

平成 29 年度（第 36 回）茨城・栃木・群馬 3 県建設業協会合同会議が 7 月 27 日、群馬県渋川市
内のホテルで開催され、各県協会の正副会長が出席。働き方改革（週休 2 日制）への取り組みや
i-Construction の推進など、5 つの議題について意見を交わしました。また公共事業費の確保・拡大
や週休 2 日制への取り組み推進、IT 人材の確保・育成など 8 項目を盛り込んだ決議を採択し、実現
を期しました。

週休2日の取り組み推進
３県建設業協会が合同会議茨　城 群　馬 栃　木
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本会は、普通科高校を対象としたインター

ンシップを本年度も実施し、神栖市の会員企

業 3社（常総開発工業㈱、小若建設㈱、幸武

建設㈱）が神栖高校の生徒を、水戸市の㈱秋

山工務店が水戸桜ノ牧高校常北校の生徒を受

け入れました。各校の生徒たちは、現場を見

学したほか、測量機器や重機操作などを行い、

新しい体験に目を輝かせていました。

この取り組みは、将来を担う若者たちに建

設業への理解と関心を深めてもらおうと、平

成 27 年度から実

施しています。

生徒から「重機

に乗って仕事をし

てみたいと思っ

た」などの声が挙

がった神栖高校の

戸村文隆先生は

「この体験後に志

望を建設業に変

更しようか検討し始めた生徒もいる」と体験

の効果を実感し「非常に貴重な機会なので今

後も是非継続していただきたい」と期待して

いました。水戸桜ノ牧高校常北校 2年の室伏

陽太さんは「父親が建設関係の仕事なので興

味がありました。建設業を選択肢の 1つに考

えています」と話していました。

普通科高校インターンシップを実施
神栖高校と水戸桜ノ牧高校常北校の生徒が参加

境支部と
未来協県西地区会建設ふれあい祭りを開催建設ふれあい祭りを開催

境支部（新井孝支部長）と建設未来協議会

県西地区会（串田一仁幹事）は 8 月 26 日、

境町の利根川河川敷船着場にバックホウや

ショベルローダー、ブルドーザー、高所作業

車など建機約 20 台を用意し、第 5 回「建設

ふれあい祭り in 境」を開催しました。

当日は天気にも恵まれ、親子連れを中心に

約 2000 人が来場。重機運転やアーム操作を

体験する子どもたちの笑顔と歓声で会場は 1

日中賑わいました。

次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
へ 

建
設
業
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

常北校の室伏さんは情報化施工も体験

測量を体験する
神栖高校の生徒たち
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i-Construction 活用工事が

国直轄、県発注工事へと広が

りを見せる中、鉾田支部（羽

生義隆支部長）は 8 月 3 日、

支部主催として初めて日立

建機㈱の ICTデモサイト（ひ

たちなか市）を活用した研修

会を開き、支部会員と県鉾田工事事務所職員合わ

せて 23 人が参加しました。

冒頭、羽生支部長は「限られた時間の中ですが、

最新の技術を体験していただきたい。そして会社

に持ち帰り、広めてほしい」と呼び掛けました。

県鉾田工事事務所の川﨑正博所長は「ICT の活

用工事は県でも実施し、部の執行方針にも位置付

けられている。生産性向上や工期短縮、安全性の

向上などのメリットがあると聞いている。本日の

研修会で勉強したい」とあいさつしました。

参加者たちは研修棟内において、起工測量、

設計・施工計画、施工、検査、データ納品の各

段階における本ポイントと ICT 油圧ショベル

ZX200X について説明を受け、屋外へ移動。2班

に分かれ、ZX200X と ICT ブルドーザ D31P を

見学・体験しマシンコントロールを用いた建機の

理解を深めました。

「建設フェスタ 2017」の開催に向けた実行委

員会（委員長 =小林圭一本会建設未来協議会長）

の初会合が 7月 27 日、水戸市の県建設技術管理

センターで開かれました。建設フェスタの開催日

は 10 月 29 日（日）で、開催場所は昨年同様、ひ

たちなか市の笠松運動公園となります。

冒頭、小林委員長は「本年も多くの方々にご来

場いただき、子どもたちやご家族の皆さまに建設

業の魅力を伝えていきたい。」とした上で、「成功

に向け、皆さまのご協力をお願いしたい」とあい

さつしました。

県検査指導課の安正弘課長補佐は「建設フェス

タは、子どもたちに楽しみながら建設業の魅力を

正しく知っ

てもらう良

い機会。皆

さま自身が

楽しむこと

で、子ども

達に思いが伝わる」と期待を込めました。

続いて幹事会の委員紹介、実行委員会の名簿確

認、年間スケジュールなどを協議。笠松運動公園

では、屋内水泳プール兼アイススケート場前の広

場と第 6 駐車場の一部を使用します。なお、本

年度は新たな取り組みとして先端技術体験コー

ナーを設置する予定です。

鉾田支部
活動報告
鉾田支部
活動報告 支部初のＩＣＴ研修会を開く支部初のＩＣＴ研修会を開く

羽生支部長

10月29日に笠松運動公園で開催建設フェスタ
2017 実 行 委員会が会 合 開く

マシンコントロールを体感しました

今回は先端技術体験コーナーの設置も計画
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建設業労働災害防止協会茨城県支部　2017年度開催予定表（下半期）建設業労働災害防止協会茨城県支部　2017年度開催予定表（下半期）

月 日 曜日 講  習  名 会   場 備考
10

2 3 月 火 小型車両系建設機械（整地・運搬・
積込み用及び掘削用）の運転 古河市商工会三和事務所 ○（3日実技）

10 11 火 水
小型移動式クレーンの運転

ひたちなか商工会議所会館 ○（学科）
12 13 木 金 建荷協研修センター ○（実技）12、13日のいずれか
13 金 足場の組立て等の業務に係る特別教育（6H） 茨城県建設技術研修センター
16 17 月 火 地山の掘削及び土止め支保工作業

主任者 茨城県建設業協会筑西支部会館
18 水
18 19 水 木 職長・安全衛生責任者 建荷協研修センター
19 20 木 金 木造作業主任者 石下建設会館
24 25 火 水

高所作業車の運転
石下建設会館 ○（学科）

26 27 木 金 石下建設会館駐車場 （実技）○26、27日のいずれか
30 31 月 火 足場作業主任者 茨城県建設業協会高萩支部会館

11 1 2 水 木 職長・安全衛生責任者 茨城県建設業協会竜ヶ崎支部会館
6 7 月 火 地山の掘削及び土止め支保工作業

主任者 建荷協研修センター
8 水
7 8 火 水

高所作業車の運転
建荷協研修センター 2階 （学科）

9 10 木 金 建荷協研修センター （実技）9、10日のいずれか
13 14 月 火 足場作業主任者 建荷協研修センター
15 水 足場の組立て等の業務に係る特別教育（6H） 建荷協研修センター
17 金 のり面ロープ高所作業特別教育 古河市商工会三和事務所 ○
20 21 月 火 地山の掘削及び土止め支保工作業

主任者 鹿島ハイツスポーツプラザ
22 水
24 金 職長・安全衛生責任者能力向上 建荷協研修センター
27 28 月 火 職長・安全衛生責任者 石下建設会館
29 30 水 木 建築鉄骨作業主任者 建荷協研修センター

12 5 6 火 水
高所作業車の運転

鹿島港湾福祉センター （学科）
7 8 木 金 鹿島港湾福祉センター （実技）7、8日のいずれか
11 12 月 火 コンクリート工作物解体作業主任者 建荷協研修センター
14 15 木 金 職長・安全衛生責任者 建荷協研修センター
18 月 足場の組立て等の業務に係る特別教育（6H） 茨城県建設技術研修センター
18 19 月 火 職長・安全衛生責任者 鹿島港湾福祉センター
20 21 水 木 足場作業主任者 鹿島ハイツスポーツプラザ

1 23 24 火 水
玉掛け

鹿島港湾福祉センター （学科）
25 26 木 金 鹿島港湾福祉センター （実技）25、26日のいずれか
29 30 月 火 足場作業主任者 建荷協研修センター
31 2/1 水 木 職長・安全衛生責任者 建荷協研修センター

2 6 7 火 水
小型移動式クレーンの運転

鹿島港湾福祉センター （学科）
8 9 木 金 鹿島港湾福祉センター （実技）8、9日のいずれか
7 水 足場の組立て等の業務に係る特別教育（6H） 茨城県建設技術研修センター
20 21 火 水

高所作業車の運転
ひたちなか商工会議所会館 ○（学科）

22 23 木 金 建荷協研修センター ○（実技）22、23日のいずれか
3 6 7 火 水

高所作業車の運転
鹿島港湾福祉センター （学科）

8 9 木 金 鹿島港湾福祉センター （実技）8、9日のいずれか
12 13 月 火 足場作業主任者 建荷協研修センター
15 16 木 金 足場作業主任者 鹿島勤労文化会館
22 23 木 金 職長・安全衛生責任者 建荷協研修センター

注 : 実技を伴う技能講習の実技講習日は、申込先着順に指定します。
＊ 備考欄に「○」がある講習は、特定の団体から要請があり開催する講習会になりますので、一般での受講を希望
する方は予め受講残余の枠を確認して下さい。
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建退共は建設業で働く労働者のための退職金制度です建退共は建設業で働く労働者のための退職金制度です
独立行政法人 勤労者退職金共済機構
建設業退職金共済事業本部
建退共茨城県支部

TEL 029－225－0095　FAX 029－225－1158
http://www.kentaikyo.taisyokukin.go. jp

平成29年度
建設業退職金共済制度加入促進強化月間
平成28年10月1日 ～ 平成28年10月31日平成28年10月1日 ～ 平成28年10月31日平成29年10月1日 ～ 平成29年10月31日

平成成平成平平成成平成299299年度年度年年度年
建設業退職金共済制度加入促進強化月間金共済制度加入促進強化業退職金共済制度加入促進強化共済制度加入促進強化月建設業退職金共済制度加入促進強化月間

平成29年度
建設業退職金共済制度加入促進強化月間

〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-22-15（虎ノ門NSビル）

 　Tel. 03-3591-8451
http://www.kyousaidan.or.jp/

10月・11月は
「建設共済加入促進月間」です

取扱機関

公益財団法人 建設業福祉共済団

建設共済保険

（一社） 茨城県建設業協会
〒310-0062 水戸市大町3-1-22
Tel. 029-221-5126   FAX. 029-225-1158

ちょっと一言

今年の夏の暑さは一瞬だった気がする。確かに
暑いと感じる日はあったが、暑い日が毎日のように
続くといった夏ではなかったのではないだろうか ?
これも異常気象のせいなのか…。ニュースでは、
日本のみならず世界各国で頻発する異常気象など
の災害を目にする。こういった災害に対し、どのよ
うに備えていかなければならないのか、今まさに問
われているのかもしれない。    (K)

源氏川堤防にて
除草や黒土搬入
源氏川堤防にて
除草や黒土搬入

太田支部
活動報告
太田支部
活動報告

太田支部（瀬谷實支部長）は 7月 25 日に、山
吹運動公園付近を流れる源氏川沿いでボラン
ティア活動を実施。堤防の約 500m区間で除草作
業を行ったほか、黒土を搬入して市民が花を植え
られるような環境を整えました。

重機を用いて黒土を搬入しました

－ 8 －
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